


アロエ

葉脈のない手で 

壊れそうな 

きみを複製して 

アロエ 

愛がひざまずいて 

ここに痣ができたの 

ぎざぎざの記憶の痕

なぞるふたつの指 

触れる粘液の 

とろりと滴る 

透明な罪を 

閉ざされた唇に注ぐ 

咲いた 

紅い絆の向こうに 

消えていく 

きみの輪郭 



ふゆのレモン

小さな啄木鳥が 

枝のむこうに 

隠れて鳴いている 

霜に白く 

苔に覆われた墓石の上に 

戯れる小栗鼠 

韜晦する記憶のメレンゲ 

青い雫 

仄かに紅く冷たく 

かじかんだ耳たぶに 

触る 

そらのおと 

鱗のような 

落ち葉のあしあとが 

失われた物語を包んで 

その海を 

軽やかに渡る 

揺れる産毛 

閉じ込められた 

石鹸の匂い 

葉脈のような 

ちいさな手が 

いっぱい 

伸びて 

空に 

投げあげる 

ふゆのレモン 





揺れる

揺れるものが 

すきだ 

ぶらんこ 

はっぱ 

おっぱい 

おしり 

ぷりん 

せんたくもの 

くもの糸 

みずたまりの青空 

海のそこからみたひかり 

なみだとほほえみのあいだで 

ゆれる 

ひと


